
「今ある構造物を次世代に」それが私たちの使命です。



                    



Al-(5%)Mg プラズマアーク金属溶射の耐用年数は、100 年
以上という目標を設定しています。皮膜の耐久性能を評価す
る手法のひとつである中性塩水噴霧サイクル試験結果から、
金属溶射の皮膜は 6000 時間（100 年以上）の耐久性能が確
認されています。
また、金属溶射皮膜の品質を確保するため、ブラスト施工後
の鋼素地面の品質を検査する「レーザー散乱光表面粗さ計」
や「金属溶射施工ロボット」を開発しています。
　溶射ボルトは、腐食促進試験により溶融亜鉛めっき高力ボ
ルトの約４倍以上の耐食性があることが確認されています。

技術開発

AutoCIMA は橋梁下面や橋脚などコンクリート平面を対象に、デジタルカ
メラを用いて超高精細画像として自動撮影し、その画像からひび割れの自
動検出を行うシステムです。
省令で定められている５年に１回の頻度で行う点検技術者による近接目視の
代替として、高解像度カメラによる点検支援技術（AutoCIMA）を活用する
ことで高度化・効率化を図ることができます。

AutoCIMA（デジタルカメラ構造物点検システム）AutoCIMA（デジタルカメラ構造物点検システム）

橋梁に接近することなく、
高解像度画像を得ることで
点検業務を支援します

高速道路を時速 100 ㎞ /h で走行しながら、
撮影や計測ができる車両を開発しています

鉄道車両が軌道上を安全に走行するために必要な技術を開発しています

Al-(5%)Mg 金属溶射高力ボルト

橋梁に接近することなく、
高解像度画像を得ることで
点検業務を支援します

コンクリート平面を対象に、パソコンで撮影範囲を指定することで自動撮影
することができます。高解像度カメラで撮影される画像は 0.5mm/ 画素

（0.2mm 幅のひび割れが自動抽出できる精度）となります。また、最大
70m 程度まで離れた位置から撮影できます。

自動撮影自動撮影

現地では、撮影画像の簡易自動貼り合わせ（約 1 分）を実施し、撮影漏れ
がないことを確認できます。さらに、室内では色ムラ、詳細補正を行い、
撮影画像を 1 枚の大きな展開画像に自動貼り合わせすることができます。

画像の自動貼り合わせ画像の自動貼り合わせ

詳細貼り合わせ画像に対し、ひび割れ等の変状（ひび割れ、鉄筋露出、は
く落後、エフロレッセンス）を自動検出できます。また、検出した変状は
CAD 図（DXF ファイル）に変換することも可能です。

自動ひび割れ検出自動ひび割れ検出

作業性
向上

軽量化

撮影範囲
拡大

仕 　様

使用カメラ NikonD6
NikonZ7

凡例 　ひび割れ（0.2ｍｍ以上）
　鉄筋露出　　　　はく落後　　　　エフロレッセンス

撮影距離︓最大 50m 程度
撮影距離︓最大 70m 程度

撮影解像度 0.5ｍｍ / 画像
ひび割れ自動検出精度 0.2ｍｍ以上

ひび割れ自動検出 検出率︓95％、誤検出率 : 5％ ※仕様の詳細については、
　お問い合わせください。変状自動検出 検出率︓93％、誤検出率 : 43％（精度向上に向け改良中）

アップデート進行中︕

道路事業の技術開発道路事業の技術開発

鉄道事業の技術開発鉄道事業の技術開発

金属溶射の技術開発金属溶射の技術開発

ラインセンサカメラの採用により、幅 0.2 ㎜以上のひび割
れが視認可能な画像を撮影することができ、近赤外線 LED
照明の採用による撮影照明の不可視化などお客様への安全
配慮技術も採用しています。

先頭車両に設置したビデオ画像から、建築限界に干渉する
ものをリアルタイムで検知するシステムです。例えば、山
間部などで植生が建築限界に干渉した時、自動的に担当者
に警告メールが発報されます。    
   

路面点検車路面点検車

路面ひび割れ撮影（ラインセンサカメラ）、わだち掘れ計測
（光切断方式）、IRI 計測（レーザー変位計による３測点法）
が同時に実施可能です。

トンネル覆工点検車トンネル覆工点検車

建築限界支障検知システム

JR 西日本グループと NEXCO 西日本グループは、トンネル
の検査業務の効率化を図るため「新幹線トンネル覆工表面
検査システム」の共同開発を行いました。当社が開発した
トンネル覆工点検車の技術が応用されています。

トンネル覆工表面検査システムの開発建築限界支障検知システム トンネル覆工表面検査システムの開発

実車搭載3Dモデル

撮影方向 照明

カメラ

回転構造

ふっ素系
重防食塗装

６層コート
膜厚　250μｍ

溶融亜鉛めっき 550ｇ/㎡以上

30年

25年 *1

100年以上

防食方法 仕様
複合サイクル試験時間(h)

塗替頻度
0 3000 6000

Al-Mg
プラズマアーク

溶射

最小皮膜厚
100μｍ以上
平均皮膜厚

150μｍ



フォトグラメトリ技術（Visual-SLAM、SfM）を用いて、ドローン等で撮影された画像から 3 次元モデルを再構成する写真計
測技術を開発しています。
この技術によりドローンで撮影した画像を、構造物の形状に合わせて効率よく貼り合わせることができます。







大阪市淀川区東三国 5 丁目５番２８号

　TEL 06-6195-1619

NEXCO西日本
イノベーションズ㈱

②出口

至千里中央

至梅田

ローソン
セブン
イレブン

マクド
ナルド

東三国駅から徒歩 2 分


